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Thisanalysisoflandtenureinrelationtofamily groupsisbased on materials





worker,1ofateacher,and 3ownernon-tilerhouseholdswhich consisted ofthe
schoolheadmaster,1ex-teacherand 1widow, the latterthreehaving no working
dependentsrented otlttheirlandsonashare-croppingbasis,usualyat50,形. Ofa




Ofthetotalof126farm households,26wereI･elatedtoand attached t0 19main
households.Oftheother100farminghouseholds83werefullowner-tillers,andthe
other17werecomposedof1fulltenant,5whoownedandtilledlandandrentedpart
outtoothers,8whoowned()vcr50% ofthelandtheytilledar】d rented thebalance





































1. は じ め に
タイ国の農地所有の実態にかん しては,戦後出版された人類学的調査報告書において じゃっ
1)
かんの分析が試み られている｡これ らの報告書は中央平原,北部,および南部の村落を取 り扱
っており,そこには地域的差異と特色が うかがえる｡ しか しなが ら,今 日のところ,東北部の
村落について類似の報告書はみいだされない｡
本稿においては,1964年 9月から1965年4月にかけてタイ国東北部の一部落 ドーン ･デ-ン
1) LauristonSharpetal.:SiameaseRiceVillage- aPreliminaryStudy ofBang °han,
1948-1949･ Bangkok,CornellResearchCenter,1953･HowardK.Kaufman:Bangkhuad
- aCommunityStudyinThailand･New York,Augstin,1960･ KonradKingshill･.Ku
Daeng,The Red Tomb- a Vilags Study inNorthern Thailand.Chiangmai,'･The
Prince Royal'sCollege, 1960･ ThomasM.Fraser:Rusembilan,A Malay Fishing
VillageinSouthernThailand.Ithaca,CornelUniversityPress,1960.deYoung,John







んするものを整理 し,ここにその実態を分析 して報告 したい｡
最初に ド-ン ･デーング部落における土地所有形態の特質を分析内容とともに指通 しておこ
うO (1)小作問題にかんしては,小作地比率および小作農'束の数からみてほとんど取りあげる






族の生成 ･流転の輪廻においていかに発生 して くるかを明らかにしなければならない｡以下順
次こうした点について分析を進めたい｡その前に部落の概況を記 しておこう｡




な河線としてはムー ン, チ-,ソングクラ-ムがあり, すべてメコン水系に属するが, 乾季
における水面はきわめて低いO東北-lJ,i3の南を酉から東にかけて流れるムーン河は言語 ･艮族焦
団の親点からみても興味深い｡すなわち,だい たいこの河の北側はラオ謝 こ近い方言を話 し,
主として精米を栽培するラオ ･タイ族が分布 し,南側ではカンボジア譜に近い言葉を話 し,主
として梗米を栽培するクメール系の住民が分布する｡
調査部落 ド-ン･デ-ンクは行政的にいってコーンケ←ン県ムアング郡 ド-ン ･ハン村に所
属する｡コーンケ-ンの町はバンコックから約450キロの地 点に位置し (図 1),郡下の住民は
肇僑をのぞくとラオ ･タイに属する｡部落はチ-川をはさんでコーンケ-ンの南に位置する｡
その位IrT7Iを地図 (図2)で示せば,コーンケ-ンの町から鉄道の沿線に沿って国道を12キロ南
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図 1 タ イ 国 東 北 部
ング･コ-ィ,ノーング･クライ ･ヌン,ウァン ･ヒンやチ-川対岸の ドー ン ･ポムまでモ-
クー ･ポ-トの便がある｡
行政村 ドー ン ･ハンほ10の部落から構成され,村長 1名,助役2名があてられている｡各部




は必らずLも一致しない｡ ド-ン ･デーングには寺院があり,隣部落 ド-ン ･ノ-イと共同管








図2 調 査 部 落 の 位 置
持って,すでに定着 した村にでかけた｡今で埠使うこともない横弓,弾き弓,吹き矢,仕掛民
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ドー ン ･ハンの出生件数と死亡件数は表 2のどとくであり,その差はきわめて多い.また年令




までが50,6%,60才以上3.1%となっている｡ 社会的増減については,行政村 ド-ン ･ハンの
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害を蒙る｡ローイ ･ニット土壌は低地部と台地とをつな ぐ傾面に発達 しているが,その土質は
中位であるOコ-ラ- ト土壌は台地部に発達 し,地味も悪 く,雨水の利用に通さぬため,水田
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表4 月別年降雨量,1957-1964(コーンケーン測候所)
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1 1 1 1
タイ村落の一般的性格を反映してきわめてルーズであり,家族やごく狭い範囲の親族集団をの











ることが必要である｡ソー ･コ一 ･ヌン ,とは,この届出を受けた郡当局が郡長の名において
発する届出受取書にすぎず,検分のために役人が派遣されることもない｡届出人はその土地を
管理するのみであって,いかなる法的所有権も持たない｡所有権の承認を獲得するためには,
6) S3V3kh〇〇1,n〇〇S333 と cha?nbodの3種類
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行政村 ドー ン ･ハyには国有地として畑 100ライ,未開拓地 900ライ, 墓地 700ライ, 沼沢
1,525ライ,合計 3,225ライが存在する｡ 国有地の利用 ･管理は郡役所と村の委員会の手にゆ
だねられている｡地代,沼沢の漁業権の売買,収益の利用,またケナフ洗確水として沼■沢を利




























































































































































者は全体の42%を占め,平均所有規模は約 1ライである (表 9)｡
蓑9 庭地所有規模別面精構成と世
帯構成 (単位ライ)
所 有 規 模 t面 精 仁世 帯
0- 0･99 ; 7･50
1′-′1.99 26.0()










































所有規模 Z 面 精 構 成 t 世 帯 構 成
10- 9 01.5( 4.4%): 44(33.3%)
三3～ …日 .42g:喜∑…喜二王芝三日 .8(';三:≡芸三
計 j2,556.0(100.0%)喜 132(10().0%)
- 19-
東 南 ア ジ ア 研 究 第3巻 第2号
が47名,第3が16名となる｡これに反して,農地所有規模と家屋の部室数ならびに世帯員数と
の間には一般的傾向がみいだされ, ことに第 1と第2の範境との間にひらきがある (表8)｡
すなわち,第 1の範境に属する者の大部分は1棟2部屋ないレJヽ屋に居住することが多く,辛
均世帯員数は4.7人である｡ 第2の範境の場合は, 1棟 3室を所有するものと2棟 6室を所有
するものとの割合が相半ばしている｡そして平均世帯員数も4.7人から6.7人と増加する｡第3
の範噂にある者はほとんどすべてが2棟 6室の家屋を所有 し, 1棟 3室の構造は少ない｡そし


















所 有 規 模 i面 積 t世
: : 二 二二
30- 39 i 431.00







経 営 規 模 l 面 積
0- 2 1 2.00















所 有 規 模 ≡面 精 l
2- 3.9 ; 53.00
1I .::: 二二
圭 子‡ I-二;I
18- 19.9 . 0.00
1
20 以 上 1 42.00
計 461.50
?















経 営 規 模 j面 積 世 帯 数
1
4- 5.9 ! 107.〔)0





20 以 上 22.00
計 i 497.00 ≡
表16 農地経営規模別面精構成と世帯構成
(面精単位ライ)
?? 〕???????? ??? ?
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僧として寺に在住することをのぞいて,だいたい家にあって水牛の放牧を主な仕事 と して い
る｡20才に到達すると得度式を行い, 僧侶としてしばらく仏門に入るが,2,3年 して還俗す
















の家族などについて相談 し,コ一 ･サーウの日を待つ｡その際に,シン .ソ- ドといい結納金
のかけひきが行われる｡ その額は普通300バ-ツから2,000バ-ツまでの変差があるが,平均
1,000バ-ツ位である｡ シ′ン ･ソ-ドはコ一 ･サーウの目に一部を娘の両親に渡し,結婚式の
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度はきわめて簡素であり,身廻品を入れたスーツ･ケースと寝具類のみである｡娘の家に到着
すると,シン ･ソ-ドの引き渡しをすませ,式に入るo式には祈膏師を招き,魂の強化を主と











表19 通 婚 圏
女男 ＼ 部落 那 内 他 村 他 児 -ドIンフ一グ眉目 プEン1ラ 甘ブ冊 マ ロ/1､ 一サ イラーエ守ツムltトサコIンナー ー チ 】チ【 ヤ ユIiZo ラ 令計
苦 巨 -ン.デ-ング 60 7t i 1 ll 68
那 ド ンー.ノ＼ン2･ー l5 iL23
内地タープラブララフ16 i II 至上L _⊥_ 16rl 1】 ll Lt
ムアン.ガウT ｢ⅣlIl 一 T とT ｢ 0
1 】 ≒llL 1
1 ー i lt 1
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図3 家 族 形 態
ら'4虫立の過程を歩み, NF型の家族-と発展 していき, さらにはExA型に発展し, ExB型
へと老化 していく｡したがって,基本的 3形態はそれぞれ無関係な別個の存在として併存して
いるものではなく,元来夫婦を中心とする家族が婚姻の風習や老後扶養の風習 と関 連 しな が





















図4 算 1 例
No.10
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図6 第 3 例
No.45
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したがって貼戸はその土地を経営して生計を た て て お
り,実質的には自作農に近 く,またほとんど正戸から独立 しているか,まだ妻の両親が農地の
所有権を掌握 している｡畑地1.5ライは昨年貼戸白身が買ったものである｡














前1960年に結婚し,現在No.80に住む｡次女は長女よりも早 く1958年に結嬉 し,現在 N0.0に
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図9 第 6 例






































































経 営 規 模 面 情 1 世 帯 数
O- 2 5.()O
3.- 9 1()3.()()
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10.5ライを貴い, 他に畑5.5ライを自分で買った｡3番目の姉は結婚後 2年 して水門14ライを
























ともに隣を接 して家屋を構えている｡両親が早 く死亡 し,また農地も少なかったために,No.




















図13 第 4 例
＼ ､ 声
秀 歪78､ ＼ ､△ 〒 ○

















いるので水牛 1頭を得た｡2番目の姉はこの部落に居住 していたが,結婚後間もなく死亡 した
ので分前を受けるにいたらなかったO その他･二主人の姉はすべてこの部落にとどまリ,最年長の
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姉は水田6ライ,3番目の姉は5ライ,5番目の姉は3ライを譲り受けたが,6番目の姉は両



































転ずるならば, NF型, ExA型,ExB型の3つの基本的形態がみられた｡ そしてこれらの
家族形態は,夫婦を中心とする家族が妻方居住制や老後扶養の慣習と関連しつつ成長発展 ･分
























12) 前掲書 (註 1参照)
13) ChafesMadge: VillageCommunitiesin NortheastThailand.N.YりUnitedNations
TechnicalAssistanceAdmimstration1955.
14) NationalStatisticalOfficeofThePrimeMinister:CensusofAgriculture1963(Chan-
gWadKhonkaen)･Bangkok.
- 35-
